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本稿では，放射性物質によるコンクリート汚染の機構解明と汚染分布推定に関する研究に対するシリーズ

講演における、コンクリート特徴（特に乾燥条件）が、事故後の現実の濃度範囲において Cs もしくは Sr の

浸透に及ぼす影響について講演する。 
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福島第一原子力発電所建屋コンクリートへの放射性 Cs と Sr の浸透に関して、飽水状態でのイオン濃度

（10μM～100mM）とコンクリートの特徴の影響、および乾燥状態での吸水影響について、イメージングプレ

ートを用い評価した。 

骨材中の粘土鉱物はコンクリート中であっても Cs を収着し浸透も抑制したが、Sr への影響は小さかった。 

炭酸化はセメント水和物の屈曲度を減少させ浸透促進させるが、Cs では収着量が増加することで浸透抑制

され(特に低濃度)、Sr は屈曲度低下の効果のほうが収着量増加の影響より大きかったため、浸透促進された。 

乾燥炭酸化試料を 10μM 溶液に 40 分浸透した結果を図―1 に示す。飽水炭酸化試料を 56 日間浸漬すると

Cs は 2mm の浸透を示したが、乾燥試料では 16 時間の吸水により 20mm の浸透となった。Sr の浸透は飽水試

料では 100mMでも数mm であるが、吸水条件では 16 時間で 10mm となった。表面濃度は、Cs が 120mmol/kg、

Sr が 30mmol/kg であり、固液間の分配比はそれぞれ 12,000 と 3,000 になった。浸透面以外をエポキシ樹脂塗

装したが Sr は樹脂上にも吸着したと考えられる。なお、10μM は炭酸 Sr の溶解度 74.5μM 以下である。 

 

図―1 乾燥炭酸化試料の 10μM CsCl 溶液(左)/SrCl2溶液(右)への浸漬 16hr 後の濃度分布(位置：ｍｍ、濃度：PSL 値) 
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